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Global Assessment of Functioning) 、病識評価尺度日本語版;SAI-J (The 
Japanese version of the Schedule for Assessment of Insight)、薬に
対する構えの調査票;DAI-10 (Drug Attitude. Inventory-10) 、統合失
調症認知評価尺度日本語版;SCORS-J (The schizophrenia cognition 
rating scale Japanese version) では有意な改善を認めた。退院群137
名と非退院群23名では陽性・陰性症状評価尺度;PANSS(Positive and 
Negative Symptom Scale)、簡 易精 神症状評価尺 度 ;BPRS( Brief 
Psychiatric Rating Scale)、プログラム施行前後のGAFとプログラム施
行前の客観的SCORS-Jとプログラム施行後のSAI-Jで有意差を認めたがプ
ログラム終了後のSCORS-Jでは主観・客観共に有意差を認めなかった。退
院後、当院に通院している患者99名に対して1年間入院しなかった非再入
院群は77名、1年以内に再入院した再入院群は22名（22%）で、日本にお
ける統合失調症患者の半年以内の再入院率の30％（こころの健康科学研
究事業）と比較しても良い結果であった。また退院出来た137名の当初の
入院形態は自傷他害の恐れがある措置入院が42%で自身の意思で入院し
た者は6%に過ぎなかったがプログラム施行後の再入院患者は措置入院患
者は一人もおらず、自身の意思での入院は32％に増えていた。当院に通
院した99名に対して非再入院群と再入院群ではプログラム施行プログラ
ム施行前後の客観的SCORS-Jのみが有意差を持って非再入院群の方が良
い結果であり、PANSS,GAFなどに有意差は認めなかった。統合失調症患者
の再入院を防止には、認知機能が改善される働きかけが有効である事が
示唆された。 
 
